
Ｊ
Ｒ
本
州
３
社
の
回
答
は
、
３

月
11
日
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ベ
ア
８
０

０
円
（
前
年
比
２
０
０
円
減
）、
13

日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
ベ
ア
８
０
０
円

（
前
年
比
５
０
０
円
減
）、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
平
均
６
４
８
円
（
前
年
比

４
０
２
円
減
）
と
昨
年
を
下
回
る

回
答
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
19
年
連
続

の
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、
２
０
１
５
年
か

ら
有
額
回
答
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
九
州

は
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
は
19

日
に
回
答
し
、
19
年
振
り
に
ベ
ア

２
０
０
円
を
回
答
し
た
。

ま
た
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
年
間
臨
給
５
・
38

カ
月
（
夏
季
・
年
末
各
２
・
69
カ

月
、
０
・
10
カ
月
減
）、
Ｊ
Ｒ
東
海

が
夏
季
手
当
２
・
95
カ
月
（
０
・

10
カ
月
減
）、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
夏
季
手

当
２
・
48
カ
月
（
０
・
08
カ
月
減
）

と
前
年
度
実
績
を
下
回
る
回
答
と

な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
前
年
度
実
績
と

同
額
の
夏
季
手
当
１
・
89
カ
月（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
を
含
め
２
・

29
カ
月
）
の
回
答
が
出
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
か
ら
有
額
回
答
を

出
し
て
い
る
貨
物
会
社
は
、「
昇
給

額
表
に
記
載
し
て
い
る
等
級
及
び

評
価
に
応
じ
た
昇
給
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
２
０
０
円
を
加
え
る
」

と
回
答
し
た
。「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
回

答
に
対
し
て
、
本
部
は
闘
争
指
示

58
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
再
回

答
を
求
め
、
３
月
23
日
の
正
午
ま

で
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。
今
春

闘
に
お
い
て
「
春
闘
カ
ベ
新
聞
」
９

号
を
発
行
、「
貨
物
会
社
で
働
く
社

員
の
切
実
な
要
求
の
実
現
を
目
指

し
た
」
個
人
署
名
運
動
、
各
級
機
関

に
お
け
る
学
習
会
の
開
催
、
現
場

長
申
し
入
れ
と
宣
伝
行
動
、
中
央

で
の
交
渉
に
結
合
し
た
本
社
・
支

社
・
支
店
へ
の
要
請
行
動
等
、
要

求
前
進
に
向
け
た
行
動
が
取
り
組

ま
れ
た
。
国
労
要
求
を
目
指
し
た

個
人
署
名
は
他
労
組
組
合
員
を
含

む
１
２
２
９
筆
を
集
約
し
、
総
対

話
活
動
や
職
場
の
運
動
と
交
渉
が

結
び
付
い
た
成
果
と
課
題
を
再
確

認
し
た
上
で
、
本
部
は
３
月
23
日

妥
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
労
と
Ｊ
Ｒ
各
社
間
で
２
０
２

０
年
４
月
１
日
以
降
の
新
賃
金
に

つ
い
て
は
３
月
23
日
ま
で
に
全
て

妥
結
し
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
の
決
算
結
果
を
踏

ま
え
、
夏
季
手
当
と
同
時
に
回
答

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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３
・
11

東
日
本
大
震
災
か
ら

９
年
、
全
国
各
地
に
避
難
者
は

今
な
お
４
万
７
７
３
７
人

３
・
14

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法

が
施
行
、
首
相
が
「
緊
急
事
態
」
判

断
▽
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
９
年
ぶ
り

に
全
線
復
旧

３
・
16

横
浜
地
裁
が
相
模
原

の
知
的
障
が
い
者
施
設
殺
傷
事

件
で
植
松
被
告
に
死
刑
判
決
、

本
人
控
訴
取
り
下
げ
、
刑
確
定

３
・
18

森
友
文
書
改
ざ
ん
問

題
で
自
死
し
た
近
畿
財
務
局
職

員
の
妻
が
国
と
佐
川
元
国
税
庁

長
官
に
損
害
賠
償
求
め
提
訴

３
・
19

千
葉
地
裁
が
野
田
市

小
学
４
年
生
の
虐
待
死
は
極
め

て
悪
質
と
父
親
に
懲
役
16
年

３
・
24

東
京
五
輪
の
一
年
延

期
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
承
認
、
来
年
７

月
23
日
開
幕
で
合
意

３
・
31
「
70
歳
就
業
法
」
が
成

立
、
企
業
に
対
し
て
機
会
確
保

を
努
力
義
務
▽
全
日
空
が
約
６

４
０
０
人
を
一
時
帰
休
に

４
・
７

政
府
が
７
都
府
県
に

一
ヵ
月
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」、

対
象
業
種
・
施
設
に
休
業
要
請

４
・
11

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
医
療
従
事

者
の
感
染
52
ヵ
国
で
２
万
２
千

人
と
発
表
▽
国
連
３
機
関
が
感

染
拡
大
で
食
糧
不
足
を
懸
念

月
間

世
界
的
規
模
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
う
中
、

日
本
で
も
感
染
者
数

が
1
万
人
を
超
え
、

更
な
る
感
染
拡
大
の

懸
念
が
生
じ
て
い
る
▼
医
療
現
場

で
は
人
手
や
医
療
用
の
物
資
が
不

足
し
、「
医
療
崩
壊
」
を
招
き
か
ね

な
い
状
況
に
負
い
こ
ま
れ
、
経
済

活
動
も
自
粛
の
中
で
倒
産
な
ど
が

急
増
し
、
日
本
経
済
の
脆
弱
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
▼
国
な

ど
は
感
染
の
危
機
意
識
が
薄
く
、

国
民
全
体
に
も
そ
う
し
た
風
潮
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ク
ル
ー
ズ
船
」

で
の
感
染
拡
大
が
発
端
と
な
り
、

国
や
自
治
体
・
医
療
機
関
を
巻
き

込
ん
だ
感
染
対
応
に
追
わ
れ
る
状

況
が
作
り
出
さ
れ
た
▼
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
の
情
報
や
諸

外
国
の
状
況
の
把
握
」
が
充
分
に

出
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
中
国
・
武
漢
か
ら
発
生
拡
大

し
中
国
政
府
は
都
市
封
鎖
ま
で
行

い
感
染
拡
大
を
抑
え
込
も
う
と
し

た
。
日
本
で
は
、
４
月
７
日
に
安
倍

首
相
が
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
東
京

都
を
含
む
７
つ
の
都
府
県
に
発
令

し
、
同
月
16
日
に
は
全
国
に
拡
大

し
た
▼
３
密
状
態
を
作
ら
な
い

「
外
出
の
自
粛
・
人
と
の
接
触
８

割
減
・
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移

動
の
制
限
」
な
ど
国
民
生
活
に
大

き
な
支
障
を
伴
う
宣
言
を
発
令
し

た
。
欧
米
諸
国
の
「
外
出
禁
止
令
や

都
市
封
鎖
」
な
ど
の
強
制
力
は
な

い
も
の
の
、
国
民
に
自
制
を
求
め

て
い
る
▼
経
済
へ
の
影
響
は
端
的

に
表
れ
、
業
績
低
下
を
理
由
に
人

員
整
理
や
非
正
規
雇
用
の
解
雇
や

給
与
が
払
わ
れ
な
い
実
態
が
数
多

く
出
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、

収
益
悪
化
に
よ
り
「
一
時
帰
休
」
を

行
う
と
発
表
な
ど
、
国
民
生
活
が

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中
、
労

働
者
を
守
る
労
働
組
合
の
存
在
が

問
わ
れ
て
い
る
。（
本
）

本
州
３
社
・
ベ
ア
昨
年
下
回
る

国
労
は
、
本
年
１
月
25
日
に
開
催
し
た
第
１
９
０
回
拡
大
中
央
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
基
本
給
（
平

均
）
の
４
％
相
当
額
、
１
１
０
０
０
円
を
基
本
と
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
柱
と
し
た
９
項
目
の
要
求
を

掲
げ
20
春
闘
を
闘
っ
て
き
た
。
回
答
に
あ
た
り
Ｊ
Ｒ
会
社
は
、
台
風
15
号
・
19
号
の
影
響
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
業
績
見
通
し
を
述
べ
、
本
州
３
社
は
ベ
ア
を
減
額
、
貨
物
は
２
０
０
円

加
算
、
北
海
道
・
九
州
は
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回
答
、
四
国
会
社
が
19
年
ぶ
り
の
有
額
回
答
と
な
っ
た
。

2020春闘

【
Ｊ
Ｒ
北
海
道
】

入
社
式
は
中
止
し
、
１
日
か
ら

新
入
社
員
は
２
週
間
の
自
宅
待
機

と
な
り
、
各
種
教
材
を
使
っ
た
自

習
を
行
っ
た
。
13
日
か
ら
期
間
を

短
縮
し
て
集
合
研
修
が
行
わ
れ

た
。新

入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
16
人

少
な
い
３
１
２
人
。
内
訳
は
、
新
卒

が
２
４
９
人
（
う
ち
女
性
31
人
）、

中
途
採
用
36
人
（
同
３
人
）、
医
療

社
員
27
人
（
同
20
人
）。

【
Ｊ
Ｒ
東
日
本
】

入
社
式
は
Ｊ
Ｒ
本
社
内
の
Ｊ
Ｒ

ホ
ー
ル
で
ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
す

る
形
式
で
行
わ
れ
た
。

新
入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
58
人

少
な
い
１
９
４
１
人
（
う
ち
女
性

６
２
１
人
）。

【
Ｊ
Ｒ
東
海
】

入
社
し
た
社
員
に
対
し
、
会

長
・
社
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
配
信
さ
れ
た
。
１
日
か
ら
自
宅

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
研
修

が
実
施
さ
れ
た
。

新
入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
25
人

多
い
９
０
９
人
。
内
訳
は
、
総
合
職

１
０
０
人
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
28

人
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
７

６
０
人
、
医
療
職
19
人
、
弁
護
士
１

人
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
契

約
社
員
１
人
。

【
Ｊ
Ｒ
西
日
本
】

１
日
に
新
入
社
員
が
い
る
大
阪

府
吹
田
市
の
社
員
研
修
セ
ン
タ
ー

各
教
室
で
、
社
長
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
た
。

新
入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
50
人

少
な
い
６
４
１
人
（
う
ち
女
性
１

５
７
人
）。
内
訳
は
、
大
学
・
大
学

院
・
高
専
卒
の
総
合
職
１
０
７
人

（
同
23
人
）
、
高
校
・
専
門
・
短

大
・
高
専
・
大
学
・
大
学
院
卒
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
採
用
が
５

１
３
人
（
同
１
１
６
人
）、
医
療
21

人
（
同
18
人
）。

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

１
日
に
高
松
市
の
研
修
セ
ン
タ

ー
で
入
社
式
が
開
催
さ
れ
た
。

新
入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
12
人

少
な
い
１
１
１
人
（
う
ち
女
性
23

人
）。
内
訳
は
、
大
学
・
大
学
院
・

高
専
卒
の
総
合
職
28
人
（
同
５

人
）、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
42

人
（
同
12
人
）、
高
校
卒
41
人
（
同

６
人
）。

【
Ｊ
Ｒ
九
州
】

１
日
に
北
九
州
市
の
社
員
研
修

セ
ン
タ
ー
講
堂
で
入
社
式
が
開
催

さ
れ
た
。

新
入
社
員
は
昨
年
度
よ
り
15
人

少
な
い
２
０
４
人
（
う
ち
女
性
50

人
）。
内
訳
は
、
大
学
・
大
学
院
卒

の
総
合
職
40
人
（
同
８
人
）
、
大

学
・
高
校
卒
を
中
心
と
す
る
専
門

職
１
６
４
人
（
同
42
人
）。

【
Ｊ
Ｒ
貨
物
】

１
日
に
東
京
都
飯
田
橋
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド

で
本
社
の
入
社
式
が
開
催
さ
れ

た
。
本
社
以
外
は
各
支
社
で
開
催

さ
れ
た
。

新
入
社
員
は
２
６
８
人
（
う
ち

女
性
40
人
）。
内
訳
は
、
本
社
37
人

（
同
12
人
）、
北
海
道
支
社
25
人
（
同

３
人
）、
東
北
支
社
20
人
（
同
１
人
）、

関
東
支
社
71
人
（
同
10
人
）、
東
海

支
社
24
人
（
同
７
人
）、
関
西
支
社

60
人
（
同
３
人
）、
九
州
支
社
20
人

（
同
２
人
）
と
、
昨
年
11
月
以
降
に

入
社
し
た
本
社
６
人（
同
２
人
）、関

東
支
社
２
人
、
関
西
支
社
３
人
。

【
Ｊ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
】

１
日
に
新
入
社
員
に
対
し
て
社

長
の
祝
辞
を
動
画
で
配
信
し
た
。

新
入
社
員
は
35
人
（
う
ち
女
性

16
人
）。

【
鉄
道
総
研
】

１
日
に
東
京
都
国
分
寺
市
の
国

立
研
究
所
で
入
社
式
が
開
催
さ
れ

た
。新

入
社
員
は
22
人
（
う
ち
女
性

４
人
）。

【2015年度年末手当の回答状況等】
2015年11月30日現在

【2017年春闘各社回答内容について】 2017年4月1日現在

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

2.03ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.6ヵ月

1.48ヵ月

2.50ヵ月

2.00ヵ月

3.12ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.57ヵ月

1.32ヵ月

2.50ヵ月

12月14日

12月4日

12月10日

12月10日

12月4日

12月10日

12月7日

12月15日

同月数

同月数

同月数

11/27

11/17

11/6

3/18

11/17

11/20

11/12

11/12

11/30

11/17

11/6

3/24

11/17

11/20

11/20

11/20

0.06
ヵ月増

0.03
ヵ月増

0.04
ヵ月増

ライフ
プラン
支援金
含む

年間臨給
5.38ヵ月

2.27ヵ月
（1.87ヵ月）

2.23ヵ月
（1.83ヵ月）

0.03
ヵ月増

0.16
ヵ月増

2.85カ月+２万円

3.05カ月

1.87カ月（2.27カ月
ライフプラン含む）　

2.58カ月

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

北海道

北海道 18年連続の
ベアゼロ

平均1,050円
（所定昇給額の
6分の1）

※前年
1,328円

1,300円 同　額

200円減

100円減

同　額

1,000円

18年連続の
ベアゼロ

※今年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答予定

300円
（嘱託社員
200円）

200円

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

回
答
日

妥
結
日

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給

昇給係数4

標準乗数4

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4号
俸実施

3/15

3/15

3/14

3/13

3/20

3/15

3/15

3/18

3/18

3/15

3/18

3/20

3/18

3/22

ソフト
バンク

定期昇給
16年連続の

ベアゼロ

1,000円

同額 3.05カ月

2.52カ月

1.89ヵ月（2.29カ月
ライフプラン含む）

250円減

1,000円

750円

16年連続の
ベアゼロ

200円減（嘱託
社員100円減）

300円（嘱託
社員200円）

18年連続の

ベアゼロ

昇給係数４

標準乗数４

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

3月17日

3月15日

3月16日

3月15日

3月23日

3月17日

3月17日

3月23日

3月16日

3月16日

3月21日

3月24日

3月24日

3月24日

ソフト
バンク

16年連続の

ベアゼロ

1,000円

1,000円

750円

16年連続の

ベアゼロ

300円

（嘱託社員200円）

18年連続の

ベアゼロ

3/18

3/31

3/17

3/16

3/18

3/18

3/18

3/23

4/1

3/18

3/22

3/22

3/28

3/25

定期昇給

昇給係数４

標準乗数４

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給

●55歳の社員については、
25,000円を支給●55歳以上59
歳以下の社員については、
15,000円支給
●グリーンスタッフの賃金改善を
することとし、基本賃金に５００円
を加える。

●契約社員・シニア社員・シニア
リーダー社員の時間給に５円加
算（京阪神地区の駅営業及び客
室乗務員の雇用期間区分2年目
以上は10円加算）

●55歳に到達した社員の基本給
月額を現行の70/100から
71/100に賃金制度の見直しを行
う  ●平成13年度以前に入社し
た社員に1号俸加算

●55歳の社員については、
25,000円を支給　●55歳以
上59歳以下の社員について
は、15,000円支給

●契約社員・シニア社員・シニ
アリーダー社員の時間給に５円
加算（京阪神地区の駅営業及
び客室乗務員の雇用期間区分
2年目以上は10円加算）

●55歳に到達した社員の基本
給月額を現行の70/100から
71/100に賃金制度の見直し
を行う  ●平成13年度以前に
入社した社員に1号俸加算   

●グリーンスタッフの賃金改善
をすることとし、基本賃金に５０
０円を加える。

※2016年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答

会社名 定期昇給
ベア 前年比 ベア以外 夏季手当 年末手当

回答日 妥結日
期末手当賃金改善

年間臨給5.44カ月
（夏季・年末各2.72カ月）

【2019年春闘各社回答内容について】 2019年3月22日現在　国鉄労働組合

●55歳の社員（平成31
年4月1日現在）につい
ては、25,000円を支給

●エレダー・GS社員の
賃金改善として基本給
に500円加算

●初任給調整手当①2019年4
月1日入社の新規採用者、2019
年度プロフェッショナル採用（大
学）の初任給の適用を受けた者
3,000円②2018年4月1日入社
の新規採用者、2018年度プロ
フェッショナル採用（大学）の初
任給の適用を受けた者1,000円

●嘱託社員への社員に準じた
寒冷地手当支給●扶養手当の
範囲を22歳未満の子●インフ
ルエンザ予防接種を扶養する
配偶者も社員と同様に実施

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算●
エルダースタッフについて
は、20,000円を支給

●初任給　係職1等級は
700円加算　係職2等級は
800円加算

●通勤手当　特急列車による
通勤対象区間に、九州地方で
営業する各鉄道会社の区間
を加える。支払額はその月額
又は月割額が100,000円を
超える場合は100,000円と
する。

●55歳の社員について
は、基本給に3,200円を
加算する

北海道 19年連続の
ベアゼロ

平均 648円
（所定昇給額
の10分の1）

※前年
1,050円

800円 500円減

200円減

（同額）

※前年
300円

800円
（シニア同額、
ハーフ480円）、
契約社員
5円加算

200円

ベアゼロ

200円加算

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給
4号棒実施

昇給係数
4実施

標準乗数
4実施

基準昇給
実施

定期昇給
実施

定期昇給
実施

定期昇給
実施

【2020年春闘各社回答内容について】 2020年3月23日現在
国鉄労働組合

●55歳の社員（令和2
年4月1日現在）につい
ては、25,000円を支給

●エルダー・GS社員の
賃金改善として基本給
に400円加算

●初任給調整手当①
2020年4月1日入社の
新規採用者に3,000円
支給、②2019年4月1
日入社の新規採用者に
1,000円支給

●スタッフについては、夏
季手当に10,000円を加算

●初任給　係職1等級は
400円加算　係職2等級
は500円加算

●初任給調整手当の一部
改正

●特定診断利用支援金対
象追加、上限3万円●保育
所等利用支援金、施設並
びに対象者見直し●動物
骨骸処置等給付金を1件
から１頭(個)1000円に見
直し

●地域社員のフロント手当
見直し、1勤務500円加算
●フレックス制適用範囲の
拡大、確定拠出年金の対
象者拡大など

●昇給額表に記載して
いる等級及び評価に応
じた昇給を実施すると
ともに、200円を加える

北海道 17年連続の
ベアゼロ

基本給×0.25％
（平均賃金
改善額
1,328円）

※前年
1,050円

1,300円 300円増

450円増

同　額

1,200円

17年連続の
ベアゼロ

※今年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答予定

300円
（嘱託社員
200円）

300円
（19年振り
のベア）

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

回
答
日

妥
結
日

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給

昇給係数4

標準乗数4

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4号
俸実施

3/16

3/16

3/15

3/14

3/23

3/16

3/16

3/20

3/19

3/19

3/16

3/23

3/20

3/23

ソフト
バンク

【2018年春闘各社回答内容について】 2018年3月23日現在

●嘱託社員、①賃金改定
とは別に1,000円引き上
げる②期末手当Aの基
準額に1,200円を加算

●55歳の社員について
は、特に一25,000円を
支給する

●グリーンスタッフは、
基本賃金に500円を加
える

●契約社員の時間給に
10円加算●シニア社
員・シニアリーダー社員
の1,200円加算

●社員・地域社員および嘱
託再雇用社員に一時金一
律50,000円支給する

●エキスパート社員の夏季
一時金は基本賃金及び高
年齢調整手当の合計額の
2.34ヵ月支給

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算●
エルダースタッフについて
は、20,000円を支給する

●初任給については、
5,000円を加える

●シニア社員の精励手当の増
額、特別精励手当の新設●契約
社員の精励手当の増額●（厚生
関係）ジェイアールウエスト倶楽
部の導入・帰省等交通費の改正

●55歳の社員について
は、基本給に1,800円を
加算する●嘱託社員は
基本給に300円加算

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
各
社
入
社
式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
厳
し
い
ス
タ
ー
ト

政
府
は
４
月
16
日
、「
改
正
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
措
置

法
」に
基
づ
く「
緊
急
事
態
宣
言
」の

対
象
地
域
を
全
都
道
府
県
に
拡
大

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
国
労
の
追
加
対
応
に
つ
い
て
以

下
の
通
り
指
示
す
る
の
で
各
級
機

関
は
周
知
徹
底
さ
れ
た
い
。

記

２
�
Ｊ
Ｒ
各
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

会
社
に
お
け
る
労
働
条
件
の
変
更

等
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
各
社
に
お
い
て
旅
客
需
要

の
減
少
等
に
伴
い
、
減
便
・
減
車
に

よ
る
ダ
イ
ヤ
へ
の
移
行
等
が
開
始

さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
に
よ
る

社
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
フ
ピ
ー

ク
通
勤
な
ど
勤
務
の
取
り
扱
い
の

変
更
が
順
次
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お

い
て
は
「
一
時
帰
休
」
な
ど
の
労
働

条
件
の
一
部
変
更
が
提
案
さ
れ
た

が
、
各
エ
リ
ア
本
部
は
こ
う
し
た
動

き
を
踏
ま
え
て
労
使
間
の
協
議
に

よ
る
申
し
入
れ
や
交
渉
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
部
に

情
報
を
集
中
す
る
こ
と
。

３
�
そ
の
他

全
機
関
は
各
種
集
会
・
行
動
等

へ
の
参
加
を
自
粛
し
、
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
予
防
に

努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
家

族
に
不
要
不
急
の
外
出
や
移
動
を

自
粛
す
る
よ
う
に
徹
底
し
て
呼
び

か
け
る
こ
と
。

【
指
示
74
号
２
０
２
０
年
４
月
17
日
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
全
都
道
府
県
対
象
拡
大
に
伴
う

国
労
の
追
加
対
応
に
つ
い
て
（
抜
粋
）



両
や
線
路
な
ど
の
検
査
周
期
の
延

伸
が
次
々
と
行
わ
れ
た
ほ
か
、
線

路
や
電
気
設
備
、
駅
の
出
改
札
や

車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
な
ど

が
グ
ル
ー
プ
関
連
会
社
に
「
業
務

委
託
」
さ
れ
た
。

し
か
し
今
、
こ
う
し
た
鉄
道
事

業
の
外
注
化
に
加
え
て
、
技
術
継

承
、
労
働
条
件
、
教
育
の
不
十
分
さ

が
Ｊ
Ｒ
各
社
で
多
発
し
て
い
る
輸

送
障
害
や
鉄
道
事
故
を
引
き
起
こ

す
背
後
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
12
月
11
日
に
発
生
し

た
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の
台
車
枠
の

亀
裂
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
惨
事

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

運
輸
安
全
委
員
会
は
昨
年
３
月

に
調
査
報
告
書
を
公
表
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
乗
務
員
ら
が
異
音

や
異
臭
に
気
付
き
な
が
ら
も
運
行

を
続
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
大
し

た
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
心
理
が
作
用
し
た
可
能
性
に

言
及
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
今
、
効
率
化
や

要
員
削
減
を
柱
と
し
た
業
務
委

託
・
外
注
化
施
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
架
線
や

変
電
所
で
鉄
道
設
備
の
保
守
・
点

検
の
現
場
力
の
低
下
や
要
員
効
率

化
に
起
因
す
る
停
電
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
い
で
発
生
す
る
な
ど
輸
送
の

安
全
が
大
き
く
脅
か
さ
れ
て
い

る
。と

り
わ
け
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
や
グ

ル
ー
プ
・
協
力
会
社
等
で
相
次
ぐ

労
災
死
亡
事
故
の
根
絶
、
な
か
で

も
技
術
継
承
や
教
育
の
充
実
は
Ｊ

Ｒ
各
社
に
共
通
す
る
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
何
よ
り
も
鉄
道
輸
送
の

最
大
の
使
命
は
安
全
輸
送
の
確
保

に
あ
り
、
事
業
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
と

こ
れ
を
所
管
す
る
行
政
が
二
重
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
で
し
っ
か
り
確
保

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

私
た
ち
国
鉄
労
働
組
合
は
鉄
道

の
輸
送
業
務
に
携
わ
る
労
働
組
合

と
し
て
安
全
規
制
の
強
化
と
安
全

最
優
先
の
企
業
づ
く
り
に
向
け
、

利
用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
や
メ
ー
ル
配
信
に

よ
る
宣
伝
を
取
り
組
む

国
労
は
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故

の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
毎

年
「
４
・
25
安
全
行
動
日
」
を
全
国

で
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
の
安
心
・
安

全
な
輸
送
の
確
立
を
め
ざ
し
運
動

し
て
き
た
。

し
か
し
現
在
、
全
世
界
で
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
と
り
わ
け
欧
米
各

地
に
お
い
て
医
療
崩
壊
と
い
わ
れ

る
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
感
染
爆
発
後
の
逼
迫

し
た
医
療
体
制
の
限
界
に
つ
い
て

警
鐘
が
乱
打
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
政
府
も

改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
対
策
本
部

を
設
置
し
、
都
市
部
を
中
心
に
爆

発
的
な
患
者
の
急
増
に
備
え
て
週

末
の
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

よ
う
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
。

経
路
不
明
の
感
染
者
急
増
の

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
４
月
７
日
に
7

都
府
県
を
対
象
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
令
さ
れ
、
16
日
に
は
対

象
地
域
が
全
都
道
府
県
に
拡
大

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、

「
４
・
25
安
全
行
動
日
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
や

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
宣
伝
を
基
本

と
し
、
紙
ベ
ー
ス
の
チ
ラ
シ
に
つ

い
て
は
組
合
員
・
家
族
を
は
じ

め
、
退
職
者
の
会
や
地
域
を
対
象

に
政
策
資
料
と
し
て
今
後
の
運
動

の
な
か
で
継
続
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
し
た
。

２０２０年５月１日（金曜日） 第３２３８号（ 2 ）
毎 月 １ 日 発 行
１  部  ４ ０  円（ ）
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
の

教
訓
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

２
０
０
５
年
４
月
25
日
に
発
生

し
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
か
ら
15

年
と
な
る
。

こ
の
事
故
が
死
者
１
０
７
名
、

負
傷
者
５
６
２
名
に
及
ぶ
未
曽
有

の
大
惨
事
と
な
っ
た
原
因
と
し

て
、
競
合
す
る
私
鉄
と
の
競
争
に

勝
つ
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化

を
行
な
い
、
運
転
本
数
を
増
や
す

な
ど
、
輸
送
の
安
全
よ
り
利
益
追

求
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
や
懲
罰
的

な
日
勤
教
育
な
ど
社
員
管
理
の
あ

り
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
鉄

道
事
業
法
改
正
な
ど
運
輸
関
係
の

規
制
緩
和
を
進
め
、
新
規
参
入
や

撤
退
、
運
行
路
線
の
休
廃
止
な
ど

免
許
・
許
可
制
か
ら
届
出
制
に
制

度
を
移
行
さ
せ
た
。

ま
た
２
０
０
１
年
の
「
省
令
改

正
」
に
よ
っ
て
事
業
者
で
あ
る
鉄

道
会
社
の
責
任
で
技
術
基
準
が
改

訂
で
き
る
仕
組
み
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
で
は
車新宿駅周辺デモ行進

安
心
・
安
全
の
鉄
道
輸
送
を
め
ざ
し
て

2020年「4・25安全行動日」

国
鉄
労
働
組
合
の
要
求

＊
も
う
け
優
先
で
は
な
く
、
安
全
を
最
優
先
と
す
る
経
営
を
行
う
こ
と
。

＊「
規
制
緩
和
」を
見
直
し
、安
全
規
制
の
強
化
を
国
と
事
業
者
が
行
う
こ
と
。

＊
ホ
ー
ム
上
で
の
事
故
根
絶
に
向
け
て
、
ホ
ー
ム
要
員
の
配
置
と
ホ
ー
ム
の

改
善
を
行
う
こ
と
。

＊
業
務
委
託
や
非
正
規
社
員
導
入
な
ど
低
コ
ス
ト
主
義
を
改
め
、
安
全
に
係

る
業
務
は
鉄
道
事
業
者
の
直
営
と
す
る
こ
と
。

＊
安
全
・
防
犯
の
観
点
か
ら
無
人
駅
を
な
く
す
こ
と
。

＊
安
全
確
保
の
た
め
に
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
抜
本
的
に
改
め
る
こ
と
。

主
催
者
を
代
表
し
て
Ｇ
Ｊ
西
部

連
絡
会
の
宮
崎
共
同
代
表
が
「
２

０
２
０
春
闘
は
、
政
治
腐
敗
を
極

め
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す

め
る
安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
誰

も
が
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
を

行
っ
た
。

続
い
て
、
全
労
連
の
岩
橋
副
議

長
、
東
京
西
部
全
労
協
の
塚
原
議

長
、
東
京
春
闘
共
闘
の
屋
代
事
務

局
次
長
か
ら
決
意
表
明
が
行
わ
れ

た
。今

春
闘
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
、

集
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
や
景

気
減
速
を
懸
念
し
た
低
額
回
答
が

予
想
さ
れ
る
中
、
春
闘
の
山
場
を

向
か
え
行
動
を
起
こ
す
の
は
今
し

か
な
い
と
判
断
し
行
動
が
取
り
組

ま
れ
、
国
労
東
京
地
本
新
橋
・
中

央
支
部
の
組
合
員
も
参
加
し
た
。

集
会
後
、
新
宿
駅
東
口
ア
ル
タ

前
か
ら
新
宿
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

を
一
周
し
、
歌
舞
伎
町
に
向
か
う

コ
ー
ス
を
参
加
者
50
名
で
デ
モ
行

進
し
な
が
ら
、「
８
時
間
働
け
ば
誰

も
が
フ
ツ
ー
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
！
」「
非
正
規
・
フ
リ
ー
も
！
コ

ロ
ナ
休
業
賃
金
10
割
補
償
を
！
」

「
安
倍
さ
ん
！
ウ
ソ
で
国
民
を
ダ

マ
さ
な
い
で
！
『
戦
争
す
る
国
』
に

し
な
い
で
！
」「
消
費
税
下
げ
て
、

賃
金
上
げ
て
！
」
と
訴
え
た
。

「
19
日
行
動
」
は
２
０
１
５
年
９

月
19
日
の
「
戦
争
法
」
強
行
採
決
以

来
、
こ
れ
に
抗
議
し
、
国
会
周
辺
を

は
じ
め
全
国
各
地
で
市
民
に
よ
る

集
会
、
デ
モ
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
様
々
な
創
意
工
夫
の
下
、４
年
半

以
上
に
わ
た
っ
て
毎
月
開
催
さ
れ

て
き
た
。こ
れ
は
全
国
の
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
促
進
す
る
う
え
で
大

き
な
支
え
に
な
っ
て
き
た
。国
会
で

審
議
妨
害
に
あ
っ
て
い
る
が
、立
憲

野
党
に
よ
る
「
戦
争
法
廃
止
法
案
」

が
共
同
提
案
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
国
会
議
員
会
館
前
行
動

は
中
止
に
な
っ
た
が
、
安
倍
首
相

と
与
党
は
、
こ
の
緊
急
事
態
宣
言

発
令
の
最
中
に
も
、
筋
違
い
の
緊

急
事
態
条
項
改
憲
の
必
要
性
を
広

言
し
、
自
民
党
の
改
憲
４
項
目
を

正
当
化
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
下
で
は
、
緊
急
事

態
宣
言
の
最
中
で
も
、
平
和
・
人

権
・
民
主
主
義
と
い
う
憲
法
の
基

本
原
理
を
守
り
、
生
か
す
課
題
が

あ
る
。
全
て
の
労
働
者
・
市
民
そ

れ
ぞ
れ
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
知
恵

を
絞
っ
て
行
動
し
、「
物
言
わ
ぬ
労

働
者
・
市
民
」
に
な
る
こ
と
を
拒

否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、「
19
日
行
動
」
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
４
月
19
日
午
後
か
ら

の
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
安
倍
改
憲
発

議
！
総
が
か
り
行
動
緊
急
署
名
街

頭
宣
伝
」
は
有
楽
町
駅
で
取
り
組

ま
れ
た
。

19
日
行
動
が
中
止
に

「
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
」
防
止
の
た
め

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
き
た
毎
月
19
日
の
「
19
日
行
動
」
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
第
55
回
目
に
し
て
中
止
と
な
っ
た
。

東
京
西
部
全
労
協
、
東
京
春
闘
共
闘
西
部
、
新
宿
地
区
労
セ
ン

タ
ー
、
各
専
労
協
、
Ｇ
Ｊ
西
部
連
絡
会
共
催
に
よ
る
、「
西
部
労
働

者
ア
ピ
ー
ル
行
動
」
が
３
月
12
日
に
20
春
闘
の
決
起
行
動
と
し

て
、
新
宿
駅
東
口
ア
ル
タ
前
で
開
催
さ
れ
た
。

３
・
12
東
京
西
部
労
働
者
ア
ピ
ー
ル
行
動

８
時
間
働
け
ば
フ
ツ
ー
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

西
部
労
働
者
新
宿
駅
頭
宣
伝
行
動


